
国会議員互助年金法廃止法案（概要）  

1．国会議員互助年金法（以下、「現行法」という。）は廃止する。  
（1）現職議員は、施行日以後、納付金の納付は要しない。  

（2）現行法における国会議員の在職期間は、平成18年3月をもって終わるもの  

とする。  

2．施行日  

平成18年4月1日  

3．現行法の廃止に伴う措置  
（1）現行法廃止の際現に国会議員である者に対しては、その者の請求により、納   

付金総額の百分の八十に相当する額を退職（現行法第三条に定める退職）の時   

に一時金として支給する。  

この一時金は、現行法の退職一時金と同様の性格の給付とし、課税について  

も同様に退職所得とする。  

（2）現行法廃止の際現に国会議員である者であって施行日の前日までの在職期間   

が十年以上であるものに対しては、その者の請求により、（1）の一時金に代え   

て、その在職期間に対応した廃止前の互助年金法（旧法）による普通退職年金   

を支給することができる。ただし、その額は、現行法による普通退職年金の額   

の百分の八十五に相当する額とするものとする。   

（3）旧法による裁定を受けた互助年金及びその権利を有する者に係る互助年金に   

ついては、旧法の規定はなおその効力を有する。この場合における普通退職年   

金の額は、下記の区分に応じ、現行法による年金額に当該割合を乗じて得た額   

とする。なお、遺族扶助年金の額については現行のとおりとする。   

イ 退職時の基礎歳費月額が百三万円の者 百分の九十   

口 退職時の基礎歳費月額が九十八万九千円の者 百分の九十ニ   

ハ 退職時の基礎歳費月額が九十六万九千円の者 百分の九十三   

二 退職時の基礎歳費月額が八十八万円の者 百分の九十六   

ホ 退職時の基礎歳費月額が八十四万円以下の者 百分の百  

（4）普通退職年金の額と互助年金外の所得金額との合計額が七百万円を超えると   

きは、当該超える額の二分の一に相当する額の普通退職年金の支給を停止する。   

停止する額が普通退職年金の額を超える場合には、普通退職年金は支給しない。  

一／一   
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平成18年1月31日（火）  

壬生  

自我  院 本  ∠ゝ  

＝言  

・平成17年度補正予算3案  

討論  笹木 竜三君  

松岡 利勝君  

吉井 英勝君  

阿部 知子君   

・国会言義員互助年金法廃止法案  

討論  鈴木 克昌君  

松本   純君   

・石綿による健康被害の救済に関する法律案ほか1案  

討 論 田島 一成君  

加藤 勝信君  

衆 議 院 記 録 部（内線 2503）  
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衆議院本会議第5号速記録（議事速報）  平成18年01月31日  

○
議
長
 
（
河
野
洋
平
君
）
 
三
案
を
l
括
し
て
採
決
い
た
 
 

し
ま
す
。
 
 
 

三
案
の
委
員
長
の
報
告
は
い
ず
れ
も
可
決
で
あ
り
ま
す
。
 
 

三
案
を
委
員
長
報
告
の
と
お
り
決
す
る
に
賛
成
の
諸
君
の
 
 

起
立
を
求
め
ま
す
。
 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕
 
 

○
議
長
（
河
野
洋
平
君
）
 
起
立
多
数
。
よ
っ
て
、
三
案
 
 

と
も
委
員
長
報
告
の
と
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
た
。
（
拍
 
 

手
）
 
 日

程
第
四
 
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入
所
者
等
に
対
す
 
 

る
補
償
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
 
 

正
す
る
法
律
案
（
厚
生
労
働
委
員
長
提
出
）
 
 

○
議
長
 
（
河
野
洋
平
君
）
 
日
程
第
四
、
ハ
ン
セ
ン
病
療
 
 

養
所
入
所
者
等
に
対
す
る
補
償
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
 
 

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。
 
 
 

委
員
長
の
趣
旨
弁
明
を
許
し
ま
す
。
厚
生
労
働
委
員
長
 
 

岸
田
文
雄
君
。
 
 

つ
か
り
し
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
構
築
す
る
た
め
に
 
 

何
を
な
す
べ
き
か
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
を
表
 
 

明
し
、
反
対
の
討
論
と
い
た
し
ま
す
。
（
拍
手
）
 
 

○
議
長
（
河
野
洋
平
君
）
 
こ
れ
に
て
討
論
は
終
局
い
た
 
 

し
ま
し
た
。
 
 

○
議
長
（
河
野
洋
平
君
）
 
 

の
議
案
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
 
 

に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 
 

〔
「
異
議
な
し
」
 
 

○
議
長
（
河
野
洋
平
君
）
 
 

日
程
第
四
は
、
委
員
長
提
出
 
 

要
員
会
の
審
査
を
省
略
す
る
 
 

と
呼
ぶ
者
あ
り
〕
 
 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
 
 

〔
岸
田
文
雄
君
登
壇
〕
 
 

○
岸
田
文
雄
君
 
た
だ
い
ま
議
題
と
な
れ
ま
し
た
ハ
ン
セ
 
 

ン
病
療
養
所
入
所
者
等
に
対
す
る
補
償
金
の
支
給
等
に
関
 
 

す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
、
提
案
 
 

の
趣
旨
及
び
内
容
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。
 
 
 

本
案
は
、
戦
前
、
国
内
の
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
と
同
様
 
 

の
隔
離
政
策
が
実
施
さ
れ
て
い
た
国
外
の
療
養
所
に
入
所
 
 

し
て
い
た
方
々
に
つ
い
て
、
そ
の
精
神
的
苦
痛
を
慰
謝
す
 
 

る
た
め
、
補
償
金
を
支
給
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
 
 

主
な
内
容
は
、
 
 
 

第
一
に
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
ま
で
の
間
に
厚
生
 
 

労
働
大
臣
が
定
め
る
国
外
の
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
に
入
所
 
 

し
て
い
た
看
で
あ
っ
て
、
現
行
法
の
施
行
日
に
お
い
て
生
 
 

存
し
て
い
る
者
に
対
し
、
補
償
金
八
百
万
円
を
支
給
す
る
 
 

こ
と
、
 
 
 

第
l
一
に
、
補
償
金
の
請
求
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
日
か
 
 

ら
五
年
以
内
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
 
 
 

第
三
に
、
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
施
 
 

行
前
に
補
償
金
を
請
求
す
る
意
思
が
素
面
に
よ
り
表
示
さ
 
 

れ
て
い
た
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
に
つ
 
 

い
て
は
、
施
行
前
に
死
亡
し
た
者
を
含
め
て
請
求
が
あ
っ
 
 

た
も
の
と
み
な
す
こ
と
 
 

等
で
あ
り
ま
す
。
 
 
 

以
上
が
、
本
案
の
趣
旨
及
び
内
容
で
あ
り
ま
す
。
 
 
 

本
案
は
、
去
る
二
十
七
日
の
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
い
 
 

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入
所
者
等
に
対
す
る
補
償
金
の
支
 
 

給
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
 
 

〔
本
号
末
尾
に
掲
載
〕
 
 

日
程
第
五
 
国
会
議
員
互
助
年
金
法
を
廃
止
す
る
法
 
 

律
案
（
河
村
た
か
し
君
外
七
名
提
出
）
 
 
 

日
程
第
六
 
国
会
議
員
互
助
年
金
法
を
廃
止
す
る
法
 
 

律
案
（
宮
路
和
明
君
外
六
名
提
出
）
 
 

○
議
長
（
河
野
洋
平
君
）
 
日
程
第
五
、
河
村
た
か
し
君
 
 

外
七
名
提
出
、
国
会
議
員
互
助
年
金
法
を
廃
止
す
る
法
律
 
 

案
、
日
程
第
六
、
宮
路
和
明
君
外
六
名
提
出
、
国
会
議
員
 
 

互
助
年
金
法
を
廃
止
す
る
法
律
案
、
右
両
案
を
一
括
し
て
 
 

議
題
と
い
た
し
ま
す
。
 
 
 

委
員
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。
議
院
運
営
委
員
長
佐
田
 
 

玄
一
郎
君
。
 
 

○
議
長
 
（
河
野
洋
平
君
）
 
採
決
い
た
し
ま
す
。
 
 
 

本
案
を
可
決
す
る
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕
 
 

○
議
長
（
河
野
洋
平
君
）
 
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
 
 

よ
っ
て
、
本
案
は
可
決
い
た
し
ま
し
た
。
 
 

て
、
内
閣
の
意
見
を
聴
取
し
た
後
、
全
会
一
致
を
も
っ
て
 
 

委
員
会
提
出
法
律
案
と
す
る
こ
と
に
決
し
た
も
の
で
あ
り
 
 

ま
す
。
 
 
 

何
と
ぞ
、
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
可
決
い
た
だ
き
 
 

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
（
拍
手
）
 
 

国
会
議
員
互
助
年
金
法
を
廃
止
す
る
法
律
案
（
河
村
た
 
 
 

か
し
君
外
七
名
提
出
）
 
及
び
同
報
告
書
 
 

国
会
議
員
互
助
年
金
法
を
廃
止
す
る
法
律
案
（
宮
路
和
 
 
 

明
君
外
六
名
提
出
）
 
及
び
同
報
告
害
 
 

〔
本
号
末
尾
に
掲
載
〕
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〔
佐
田
玄
l
郎
君
登
壇
〕
 
 

○
佐
田
玄
一
郎
君
 
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
両
法
 
 

律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
議
院
運
営
委
員
会
に
お
け
る
審
査
 
 

の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
 
 
 

ま
ず
、
宮
路
和
明
君
外
六
名
提
出
の
法
律
案
は
、
現
行
 
 

の
国
会
議
員
互
助
年
金
法
を
本
年
四
月
以
降
廃
止
し
、
こ
 
 

れ
に
伴
う
所
要
の
経
過
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
 
 

あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
現
職
議
員
が
国
庫
に
納
め
て
い
る
納
 
 

付
金
は
四
月
以
降
は
な
く
な
り
ま
す
。
 
 
 

経
過
措
置
の
主
な
内
容
は
、
議
員
O
B
や
遺
族
の
既
受
 
 

給
者
に
つ
い
て
は
、
年
金
権
も
憲
法
の
保
障
す
る
財
産
権
 
 

で
あ
る
た
め
、
年
金
の
支
給
自
体
は
継
続
す
る
も
の
の
、
 
 

国
庫
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
O
B
が
受
け
る
年
金
は
最
 
 

大
一
〇
％
削
減
し
、
さ
ら
に
年
金
の
全
額
支
給
停
止
を
含
 
 

む
高
額
所
得
に
よ
る
支
給
制
限
措
置
の
大
幅
強
化
を
図
ろ
 
 

う
と
す
る
も
の
で
す
。
 
 
 

現
職
国
会
議
員
に
つ
い
て
は
、
廃
止
の
時
点
で
現
行
法
 
 

に
よ
る
年
金
の
受
給
資
格
を
満
た
し
て
い
る
か
否
か
で
区
 
 

分
し
、
在
職
十
年
以
上
の
い
わ
ゆ
る
有
資
格
者
は
、
廃
止
 
 

時
点
ま
で
の
在
職
期
間
に
対
応
す
る
、
い
わ
ば
過
去
分
の
 
 

年
金
を
退
職
後
受
け
る
の
み
と
し
、
そ
の
額
も
O
B
を
上
 
 

回
る
一
五
％
削
減
し
た
上
で
、
同
様
の
高
額
所
得
に
よ
る
 
 

年
金
の
停
止
措
置
も
適
用
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
 
 
 

な
お
、
年
金
の
受
給
権
を
放
棄
し
た
場
合
に
は
、
こ
れ
 
 

に
か
え
て
、
廃
止
ま
で
に
納
め
た
納
付
金
総
額
の
八
割
に
 
 

相
当
す
る
額
を
一
時
金
と
し
て
退
職
時
に
受
け
取
る
こ
と
 
 

も
で
き
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
 
 
 

在
職
十
年
未
満
の
現
職
議
員
は
、
納
付
金
総
額
の
八
割
 
 

を
退
職
時
に
一
時
金
で
受
け
取
る
の
み
と
す
る
も
の
で
あ
 
 

り
ま
す
。
 
 
 

次
に
、
河
村
た
か
し
君
外
七
名
提
出
の
法
律
案
は
、
与
 
 

党
案
と
同
様
、
現
行
国
会
議
員
互
助
年
金
法
を
本
年
四
月
 
 

以
降
廃
止
す
る
こ
と
を
定
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
廃
 
 

止
に
伴
う
経
過
措
置
に
つ
い
て
は
、
議
員
O
B
が
受
け
る
 
 

年
金
は
現
行
よ
り
三
〇
％
削
減
し
、
ま
た
、
現
職
議
員
に
 
 

つ
い
て
は
納
付
金
の
返
還
の
み
と
し
、
そ
の
支
給
割
合
も
 
 

五
割
と
し
て
い
る
点
が
主
な
相
違
点
で
あ
り
ま
す
。
 
 
 

両
法
律
案
は
、
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
去
る
二
十
七
 
 

日
提
出
者
宮
路
和
明
君
及
び
河
村
た
か
し
君
か
ら
提
案
理
 
 

由
の
説
明
を
聴
取
し
た
後
、
質
疑
、
討
論
を
行
い
、
順
次
 
 

採
決
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
ま
ず
、
河
村
た
か
し
君
外
 
 

七
名
提
出
の
国
会
議
員
互
助
年
金
法
を
廃
止
す
る
法
律
案
 
 

は
賛
成
少
数
を
も
っ
て
否
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
、
次
に
、
 
 

宮
路
和
明
外
六
名
提
出
の
国
会
議
員
互
助
年
金
法
を
廃
止
 
 

す
る
法
律
案
は
賛
成
多
数
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
 
 

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
 
 
 

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
（
拍
手
）
 
 

○
議
長
（
河
野
洋
平
君
）
 
両
案
に
つ
き
討
論
の
通
告
が
 
 

あ
り
ま
す
。
順
次
こ
れ
を
許
し
ま
す
。
鈴
木
克
昌
君
。
 
 

〔
鈴
木
克
昌
君
登
壇
〕
 
 

○
鈴
木
克
昌
君
 
私
は
、
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
を
代
 
 

表
い
た
し
ま
し
て
、
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
国
会
 
 

議
員
互
助
年
金
法
を
廃
止
す
る
法
律
案
に
関
し
、
民
主
党
 
 

提
出
法
案
に
賛
成
、
自
民
党
、
公
明
党
握
出
法
案
、
い
わ
 
 

ば
羊
頭
狗
肉
、
竜
頭
蛇
尾
の
法
案
に
反
対
の
立
場
か
ら
討
 
 

論
を
い
た
し
ま
す
。
（
拍
手
）
 
 
 

議
員
年
金
の
改
革
が
本
格
的
に
狙
上
に
上
が
っ
た
の
は
、
 
 

一
昨
年
、
通
常
国
会
の
年
金
法
改
正
の
と
き
か
ら
で
あ
り
 
 

ま
す
。
政
府
提
出
の
改
正
法
が
、
制
度
の
抜
本
的
な
改
革
 
 

を
置
き
去
り
に
し
た
ま
ま
、
十
四
年
連
続
で
保
険
料
を
引
 
 

き
上
げ
、
年
金
額
を
一
五
％
カ
ッ
ト
す
る
な
ど
、
国
民
に
 
 

厳
し
い
内
容
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
方
、
国
会
議
 
 

員
に
は
高
額
で
し
か
も
国
庫
負
担
率
七
〇
％
を
超
え
る
と
 
 

い
う
極
め
て
有
利
な
年
金
が
あ
る
こ
と
に
対
し
、
国
会
議
 
 

員
の
特
権
、
国
民
に
痛
み
を
求
め
る
な
ら
ま
ず
政
治
家
が
 
 

み
ず
か
ら
を
律
す
る
べ
き
と
い
う
強
い
批
判
が
国
民
か
ら
 
 

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 
 
 

民
主
党
は
、
政
府
改
正
法
案
に
あ
わ
せ
て
、
国
民
年
金
 
 

を
含
め
た
す
べ
て
の
年
金
の
一
元
化
を
内
容
と
す
る
法
案
 
 

を
国
会
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
時
点
で
既
に
、
 
 

議
員
年
金
を
廃
止
し
て
、
国
会
議
員
も
一
元
化
さ
れ
た
公
 
 

的
年
金
制
度
に
国
民
の
皆
さ
ん
と
同
様
に
加
入
す
る
こ
と
 
 

を
主
張
い
た
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
年
金
制
度
の
一
 
 

元
化
へ
の
道
筋
は
い
ま
だ
見
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
議
 
 

員
年
金
改
革
に
対
す
る
基
本
的
な
思
想
、
す
な
わ
ち
、
国
 
 

会
議
員
も
国
民
と
同
じ
年
金
を
受
給
す
る
、
随
よ
り
始
め
 
 

よ
は
微
動
だ
に
揺
る
い
で
は
い
ま
せ
ん
。
 
 
 

議
員
年
金
改
革
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
紆
余
曲
折
を
経
 
 

ま
し
た
。
一
昨
年
の
総
選
挙
後
、
議
長
の
も
と
に
調
査
会
 
 

が
設
置
さ
れ
、
昨
年
の
一
月
に
は
答
申
が
提
出
さ
れ
ま
し
 
 

た
。
本
来
な
ら
こ
の
答
申
を
尊
重
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
 
 

り
ま
す
が
、
私
た
ち
か
ら
見
て
、
そ
の
内
容
は
と
て
も
国
 
 

民
の
納
得
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
 
 

し
た
。
当
事
者
で
は
な
い
調
査
会
が
余
り
大
胆
な
改
革
案
 
 

を
答
申
で
き
な
い
こ
と
は
、
や
む
を
得
な
か
っ
た
か
も
し
 
 

れ
ま
せ
ん
。
民
主
党
と
し
て
は
、
や
は
り
こ
れ
は
み
ず
か
 
 

ら
を
切
る
決
断
を
し
、
大
胆
な
改
革
案
を
ま
と
め
な
け
れ
 
 

ば
な
ら
な
い
と
考
え
、
法
案
作
成
に
着
手
い
た
し
ま
し
た
。
 
 

一
方
、
与
党
も
私
た
ち
の
提
案
に
応
じ
る
形
で
昨
年
の
 
 

．＿，トー   
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総
選
挙
後
か
ら
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
過
程
で
 
 

は
混
乱
を
き
わ
め
ま
し
た
。
 
 
 

与
党
は
、
一
た
ん
議
員
年
金
廃
止
と
し
な
が
ら
、
廃
止
 
 

期
間
を
明
記
せ
ず
、
当
面
の
間
、
現
行
制
度
を
微
修
正
し
 
 

た
年
金
制
度
を
継
続
す
る
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
 
 

こ
の
案
は
小
泉
総
理
の
、
こ
の
ま
ま
で
は
国
民
の
理
解
は
 
 

得
ら
れ
な
い
と
い
う
ツ
ル
の
二
戸
で
、
与
党
は
慌
て
て
本
 
 

年
四
月
に
議
員
年
金
を
廃
止
す
る
方
針
へ
と
転
換
し
ま
し
 
 

た
。
さ
ら
に
、
十
二
月
七
日
に
は
、
新
方
針
に
基
づ
く
与
 
 

党
案
に
対
し
て
、
小
泉
総
理
が
、
与
党
案
で
は
廃
止
に
な
 
 

ら
な
い
と
再
度
の
指
示
を
出
さ
れ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
 
 

こ
れ
に
慌
て
た
与
党
は
、
急
ぎ
総
理
を
説
得
に
走
り
、
今
 
 

度
は
総
理
が
説
得
さ
れ
て
、
翌
八
日
に
は
総
理
が
了
承
す
 
 

る
と
い
う
事
態
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
小
泉
総
理
 
 

の
朝
令
暮
改
で
よ
う
や
く
決
着
し
た
と
い
う
て
ん
ま
つ
と
 
 

な
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
事
態
を
招
い
た
最
大
の
原
因
は
、
自
民
党
、
 
 

公
明
党
と
も
に
、
議
員
年
金
の
改
革
を
何
の
た
め
に
行
う
 
 

の
か
と
い
う
根
本
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
 
 

そ
う
で
な
け
れ
ば
、
わ
ず
か
一
日
で
全
く
異
な
る
内
容
の
 
 

案
を
両
党
が
ま
と
め
ら
れ
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
国
民
 
 

の
批
判
が
強
い
か
ら
、
何
で
も
い
い
か
ら
ま
と
め
よ
う
、
 
 

民
主
党
が
や
る
と
い
う
か
ら
、
仕
方
が
な
い
か
ら
や
っ
て
 
 

お
こ
う
と
い
う
理
念
の
な
さ
が
混
乱
を
も
た
ら
し
た
の
で
 
 

あ
り
ま
す
。
 
 
 

そ
し
て
、
こ
の
過
程
が
内
容
に
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
い
 
 

ま
す
。
与
党
案
の
最
大
の
問
題
点
は
、
現
職
議
員
が
将
来
 
 

の
年
金
受
給
を
選
択
で
き
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
繰
り
返
 
 

し
ま
す
が
、
こ
の
改
革
の
ス
タ
ー
ト
は
、
国
民
と
同
じ
目
 
 

線
に
立
つ
、
議
員
み
ず
か
ら
が
率
先
し
て
み
ず
か
ら
の
痛
 
 

み
を
伴
う
改
革
を
断
行
す
る
と
い
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
 
 

し
か
し
、
与
党
案
で
は
、
既
に
年
金
受
給
資
格
を
得
て
い
 
 

る
現
職
議
員
に
は
痛
み
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
年
金
 
 

受
給
を
選
択
す
れ
ば
、
恐
ら
く
多
く
の
議
員
が
、
こ
れ
ま
 
 

で
納
付
し
て
き
た
納
付
金
よ
り
多
額
の
年
金
を
受
給
で
き
 
 

ま
す
。
こ
れ
以
上
年
金
受
給
額
は
上
が
り
ま
せ
ん
が
、
そ
 
 

れ
は
負
担
が
な
く
な
る
か
ら
で
す
か
ら
、
当
た
り
前
の
こ
 
 

と
で
あ
り
ま
す
。
 
 
 

ま
た
、
与
党
案
で
は
、
今
後
四
十
年
、
五
十
年
に
わ
た
 
 

っ
て
現
行
制
度
に
基
づ
く
年
金
給
付
が
継
続
す
る
可
能
性
 
 

が
高
く
、
そ
の
財
源
は
、
す
べ
て
国
民
の
血
税
で
賄
わ
れ
 
 

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
巨
額
の
国
庫
負
担
 
 

が
必
要
と
な
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
、
民
主
党
 
 

が
年
金
廃
止
案
を
ま
と
め
た
と
き
に
、
給
付
金
が
な
く
な
 
 

れ
ば
国
民
負
担
が
ふ
え
る
と
民
主
党
案
を
極
め
て
厳
し
い
 
 

口
調
で
批
判
し
た
の
は
与
党
で
は
な
か
っ
 

し
か
し
、
結
果
的
に
、
現
職
議
員
に
対
し
将
来
の
年
金
 
 

受
給
も
あ
る
与
党
案
は
、
現
職
議
員
の
将
来
の
年
金
受
給
 
 

の
な
い
民
主
党
案
に
比
べ
て
、
極
め
て
巨
額
の
国
庫
負
担
 
 

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
な
ぜ
与
党
は
、
あ
れ
だ
け
激
し
く
 
 

国
庫
負
担
の
増
加
に
反
対
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民
主
 
 

党
案
以
上
に
国
庫
負
担
の
大
き
い
与
党
案
を
取
り
ま
と
め
 
 

た
の
か
、
明
確
な
説
明
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
 
 
 

こ
れ
に
対
し
て
、
民
主
党
案
は
、
基
本
的
な
思
想
に
の
 
 

っ
と
り
、
そ
の
内
容
は
す
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。
現
職
議
 
 

員
は
す
べ
て
将
来
の
年
金
受
給
を
放
棄
し
ま
す
。
O
B
議
 
 

員
に
対
し
て
は
、
そ
の
生
活
の
維
持
に
配
慮
し
っ
つ
、
給
 
 

付
額
を
三
割
カ
ッ
ト
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
与
党
は
、
 
 

民
主
党
案
に
対
し
て
、
財
産
権
を
規
定
す
る
憲
法
二
十
九
 
 

条
に
違
反
す
る
と
主
張
し
ま
す
。
し
か
し
、
現
職
議
員
に
 
 

つ
い
て
は
、
み
ず
か
ら
の
財
産
に
つ
い
て
、
み
ず
か
ら
が
 
 

放
棄
す
る
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
を
憲
法
違
反
だ
と
 
 

は
考
え
ま
せ
ん
。
何
よ
り
、
こ
の
国
の
財
政
を
考
え
、
ま
 
 

た
、
随
よ
り
始
め
よ
と
み
ず
か
ら
が
痛
み
を
感
じ
る
改
革
 
 

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
以
上
、
こ
の
程
度
は
当
然
だ
と
 
 

考
え
て
い
ま
す
。
 
 
 

ま
た
、
与
党
案
で
O
B
議
員
に
対
す
る
給
付
に
つ
い
て
 
 

も
最
大
一
〇
％
カ
ッ
ト
と
し
て
お
り
、
我
が
党
案
が
財
産
 
 

権
を
規
定
す
る
憲
法
二
十
九
条
に
違
反
す
る
と
い
う
の
で
 
 

あ
れ
ば
、
同
じ
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 
 
 

な
お
、
付
言
す
れ
ば
、
与
党
案
で
は
、
年
金
給
付
額
は
 
 

現
職
議
員
で
一
五
％
カ
ッ
ト
と
し
て
お
り
、
調
査
会
答
申
 
 

よ
り
も
カ
ッ
ト
率
が
後
退
し
て
い
ま
す
。
何
よ
り
国
会
は
、
 
 

さ
き
の
年
金
法
改
正
で
国
民
の
年
金
を
一
五
％
も
カ
ッ
ト
 
 

し
た
の
で
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
果
的
に
国
民
よ
り
 
 

は
る
か
に
高
い
年
金
を
受
給
す
る
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
議
 
 

員
の
特
権
の
濫
用
以
外
の
何
物
で
も
な
い
の
で
は
な
い
で
 
 

し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
内
容
で
、
本
当
に
国
民
の
理
解
 
 

を
得
ら
れ
る
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
決
し
て
国
 
 

民
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
 
 
 

こ
の
間
、
与
党
の
中
で
最
も
議
員
年
金
廃
止
に
こ
だ
わ
 
 

っ
て
き
た
の
は
小
泉
総
理
で
す
。
し
か
し
、
結
果
と
し
て
 
 

与
党
案
は
、
実
質
的
な
現
行
制
度
の
延
長
に
終
わ
り
ま
し
 
 

た
。
総
理
は
、
本
当
に
こ
の
与
党
案
で
よ
い
と
お
考
え
に
 
 

な
っ
て
お
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
案
は
、
ま
さ
に
羊
頭
 
 

狗
肉
、
竜
頭
蛇
尾
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
総
理
自
身
も
強
 
 

い
不
満
を
お
持
ち
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
 
 

ぜ
ひ
と
も
与
党
案
に
反
対
し
、
民
主
党
案
に
賛
成
を
表
明
 
 

し
て
い
た
だ
き
た
い
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
（
柏
手
）
 
 
 

議
場
の
議
員
各
位
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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今
ま
で
申
し
上
げ
て
き
た
よ
う
に
、
与
党
案
は
議
員
と
 
 

し
て
の
尊
厳
を
国
民
に
示
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
 
 

で
は
、
国
民
の
政
治
に
対
す
る
不
信
感
を
払
拭
す
る
こ
と
 
 

は
で
き
ま
せ
ん
。
私
は
、
国
会
議
員
が
議
員
年
金
目
当
て
 
 

で
議
席
を
得
た
と
は
全
く
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
う
で
 
 

あ
る
な
ら
ば
、
み
ず
か
ら
の
身
を
切
り
、
国
会
議
員
と
し
 
 

て
堂
々
と
国
民
の
前
に
立
つ
た
め
に
…
…
 
 

○
議
長
（
河
野
洋
平
君
）
 
鈴
木
君
、
申
し
合
わ
せ
の
時
 
 

間
が
過
ぎ
ま
し
た
か
ら
、
結
論
を
急
い
で
く
だ
さ
い
。
 
 

○
鈴
木
克
昌
君
（
続
）
 
ど
う
か
、
民
主
党
案
に
御
賛
同
 
 

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 
 
 

以
上
で
終
わ
り
ま
す
。
（
拍
手
）
 
 

○
議
長
（
河
野
洋
平
君
）
 
松
本
純
君
。
 
 

〔
松
本
純
君
登
壇
〕
 
 

○
松
本
純
君
 
私
は
、
自
由
民
主
党
及
び
公
明
党
を
代
表
 
 

し
、
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
与
党
提
案
の
国
会
議
 
 

員
互
助
年
金
法
を
廃
止
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
賛
成
、
民
 
 

主
党
提
案
の
国
会
議
員
互
助
年
金
法
を
廃
止
す
る
法
律
案
 
 

に
反
対
の
立
場
か
ら
討
論
を
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
（
 
 

柏
手
）
 
 
 

以
下
、
具
体
的
に
申
し
述
べ
ま
す
。
 
 
 

現
行
の
互
助
年
金
法
第
九
条
で
は
「
国
会
議
員
が
在
職
 
 

期
間
十
年
以
上
で
退
職
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
に
普
通
退
 
 

職
年
金
を
給
す
る
。
」
と
定
め
て
お
り
、
本
条
か
ら
、
こ
 
 

の
要
件
を
満
た
す
議
員
は
年
金
受
給
資
格
が
発
生
す
る
こ
 
 

と
は
明
白
で
あ
り
ま
す
。
 
 
 

与
党
案
は
、
こ
の
厳
粛
な
事
実
を
基
礎
に
、
年
金
受
給
 
 

資
格
の
有
無
に
よ
っ
て
現
職
議
員
を
区
分
し
、
在
職
十
年
 
 

以
上
の
者
に
は
、
こ
と
し
三
月
ま
で
の
在
職
期
間
に
応
じ
 
 

た
年
金
額
を
一
五
％
削
減
し
た
上
で
支
給
し
、
在
職
十
年
 
 

未
満
の
者
に
は
、
納
付
金
総
額
の
八
割
を
一
時
金
と
し
て
 
 

支
給
す
る
と
い
う
極
め
て
明
快
な
内
容
で
あ
り
ま
す
。
 
 
 

ま
た
、
現
に
年
金
を
受
給
し
て
い
る
O
B
議
員
に
つ
き
 
 

ま
し
て
は
、
そ
の
額
を
最
大
一
〇
％
削
減
す
る
と
と
も
に
、
 
 

年
金
と
年
金
外
所
得
の
合
計
が
七
百
万
円
を
超
え
る
場
合
 
 

に
は
、
そ
の
超
え
る
額
の
二
分
の
一
を
停
止
す
る
こ
と
と
 
 

し
、
現
在
の
最
低
保
障
制
度
も
廃
止
す
る
な
ど
、
高
額
所
 
 

得
者
に
対
す
る
支
給
制
限
措
置
を
大
幅
に
強
化
し
、
現
今
 
 

の
国
民
世
論
に
も
十
分
に
こ
た
え
つ
つ
、
国
庫
負
担
金
を
 
 

極
力
削
減
す
る
方
途
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
責
任
 
 

与
党
と
し
て
の
面
目
躍
如
た
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 
 
 

（
拍
手
）
 
 
 

こ
れ
に
対
し
、
民
主
党
案
は
、
先
ほ
ど
指
摘
い
た
し
ま
 
 

し
た
互
助
年
金
法
第
九
条
の
規
定
を
全
く
無
視
し
て
、
現
 
 

職
議
員
を
一
律
に
扱
い
、
年
金
受
給
資
賜
が
あ
る
に
か
か
 
 

わ
ら
ず
、
納
付
金
総
額
の
五
割
の
み
を
清
算
金
と
し
て
支
 
 

給
す
る
と
い
う
乱
暴
な
措
置
を
強
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
 
 

で
、
法
律
違
反
の
そ
し
り
を
受
け
て
も
不
思
議
は
な
く
、
 
 

一
た
ん
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
と
き
は
到
底
た
え
得
な
い
も
 
 

の
で
あ
る
と
断
ぜ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
 
 
 

さ
ら
に
、
民
主
党
案
で
は
、
同
じ
現
職
議
員
で
も
、
た
 
 

ま
た
ま
過
去
に
落
選
な
ど
に
よ
っ
て
年
金
の
裁
定
を
受
け
 
 

た
者
に
は
引
退
後
に
は
年
金
の
支
給
が
保
障
さ
れ
て
い
る
 
 

の
に
対
し
、
連
続
当
選
を
重
ね
た
者
に
は
、
年
金
受
給
資
 
 

格
を
満
た
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
・
一
切
年
金
は
支
 
 

給
さ
れ
な
い
と
い
っ
た
、
常
識
的
に
考
え
て
も
理
解
し
が
 
 

た
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
多
く
の
問
題
を
 
 

は
ら
ん
で
い
る
と
指
摘
せ
ざ
る
を
得
ず
、
も
と
よ
り
こ
の
 
 

よ
う
な
実
に
は
反
対
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
申
し
 
 

上
げ
て
お
き
ま
す
。
 
 
 

○
議
長
（
河
野
洋
平
君
）
 
こ
れ
よ
り
採
決
に
入
り
ま
す
。
 
 
 

ま
ず
、
日
程
第
五
、
河
村
た
か
し
君
外
七
名
提
出
、
国
 
 

会
議
員
互
助
年
金
法
を
廃
止
す
る
法
律
案
に
つ
き
採
決
い
 
 

た
し
ま
す
。
 
 
 

本
案
の
委
員
長
の
報
告
は
否
決
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
際
、
 
 

原
案
に
つ
い
て
採
決
い
た
し
ま
す
。
 
 
 

本
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
に
賛
成
の
諸
君
の
起
 
 

立
を
求
め
ま
す
。
 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕
 
 
 

か
か
る
不
公
平
で
極
端
な
内
容
を
含
む
民
主
党
実
に
対
 
 

し
て
は
、
同
党
内
に
お
い
て
異
論
が
あ
っ
た
と
も
灰
閲
し
 
 

て
お
り
、
し
よ
せ
ん
は
否
決
さ
れ
る
こ
と
を
見
越
し
て
の
 
 

提
案
で
は
な
い
か
と
の
邪
推
す
ら
生
ん
で
お
る
の
で
あ
り
 
 

ま
す
。
 
 
 

建
設
的
対
案
路
線
の
推
進
を
標
梯
す
る
同
党
へ
の
国
民
 
 

の
期
待
に
果
た
し
て
こ
た
え
得
る
も
の
な
の
か
、
他
人
事
 
 

な
が
ら
甚
だ
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
と
言
う
べ
き
で
 
 

あ
り
ま
す
。
 
 
 

与
党
案
で
は
、
有
資
格
の
現
職
議
員
に
は
、
年
金
の
受
 
 

給
の
道
と
同
時
に
、
こ
れ
を
請
求
し
な
い
場
合
に
は
l
時
 
 

金
受
給
の
道
も
開
か
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
与
党
 
 

案
が
成
立
し
た
暁
に
は
、
す
べ
て
の
民
主
党
所
属
議
員
は
、
 
 

自
分
た
ち
の
法
案
を
主
張
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
当
然
、
迷
 
 

う
こ
と
な
く
、
年
金
を
受
給
す
る
道
は
選
ば
れ
な
い
で
あ
 
 

ろ
う
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
確
信
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
 
 

を
申
し
上
げ
、
私
の
討
論
を
終
わ
り
ま
す
。
 
 
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 
（
拍
手
）
 
 

○
議
長
 
（
河
野
洋
平
君
）
 
こ
れ
に
て
討
論
は
終
局
い
た
 
 

し
ま
し
た
。
 
 

「夕′  
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○
中
山
泰
秀
君
 
議
事
日
程
追
加
の
緊
急
動
議
を
提
出
い
 
 

た
し
ま
す
。
 
 
 

内
閣
提
出
、
平
成
十
七
年
度
分
と
し
て
交
付
す
べ
き
地
 
 

方
交
付
税
の
総
額
の
特
例
に
関
す
る
法
律
案
を
議
題
と
し
、
 
 

委
員
長
の
報
告
を
求
め
、
そ
の
審
議
を
進
め
ら
れ
る
こ
と
 
 

を
望
み
ま
す
。
 
 

○
議
長
（
河
野
洋
平
君
）
 
中
山
泰
秀
君
の
動
議
に
御
異
 
 

議
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕
 
 

○
議
長
（
河
野
洋
平
君
）
 
御
輿
談
な
し
と
認
め
ま
す
。
 
 

よ
っ
て
、
日
程
は
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
 
 

○
議
長
（
河
野
洋
平
君
）
 
起
立
少
数
。
よ
っ
て
、
本
案
 
 

は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
 
 
 

次
に
、
日
程
第
六
、
宮
路
和
明
君
外
六
名
提
出
、
国
会
 
 

議
員
互
助
年
金
法
を
廃
止
す
る
法
律
案
に
つ
き
採
決
い
た
 
 

し
ま
す
。
 
 
 

本
案
の
委
員
長
の
報
告
は
可
決
で
あ
り
ま
す
。
本
案
を
 
 

委
員
長
報
告
の
と
お
り
決
す
る
に
賛
成
の
諸
君
の
起
立
を
 
 

求
め
ま
す
。
 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕
 
 

○
議
長
（
河
野
洋
平
君
）
 
起
立
多
数
。
よ
っ
て
、
本
案
 
 

は
委
員
長
報
告
の
と
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
た
。
 
 

平
成
十
七
年
度
分
と
し
て
交
付
す
べ
き
地
方
交
付
税
 
 

の
総
額
の
特
例
に
関
す
る
法
律
案
（
内
閣
提
出
）
 
 

○
議
長
（
河
野
洋
平
君
）
 
平
成
十
七
年
度
分
と
し
て
交
 
 

付
す
べ
き
地
方
交
付
税
の
総
額
の
特
例
に
関
す
る
法
律
案
 
 

を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。
 
 
 

委
員
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。
総
務
委
員
長
中
谷
元
君
。
 
 

○
議
長
（
河
野
洋
平
君
）
 
採
決
い
た
し
ま
す
。
 
 
 

本
案
の
委
員
長
の
報
告
は
可
決
で
あ
り
ま
す
。
本
案
を
 
 

委
員
長
報
告
の
と
お
り
決
す
る
に
賛
成
の
諸
君
の
起
立
を
 
 

求
め
ま
す
。
 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕
 
 

○
議
長
（
河
野
洋
平
君
）
 
起
立
多
数
。
よ
っ
て
、
本
案
 
 

は
委
員
長
報
告
の
と
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
た
。
 
 
 

〔
中
谷
元
君
登
壇
〕
 
 

○
中
谷
元
君
 
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
平
成
十
七
 
 

年
度
分
と
し
て
交
付
す
べ
き
地
方
交
付
税
の
総
額
の
特
例
 
 

に
関
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
総
務
委
員
会
に
お
け
 
 

る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
 
 
 

本
案
は
、
平
成
十
七
年
度
の
補
正
予
算
に
よ
り
増
額
さ
 
 

れ
た
同
年
度
分
の
地
方
交
付
税
の
額
に
つ
い
て
、
当
該
額
 
 

の
一
部
を
平
成
十
八
年
度
分
と
し
て
交
付
す
べ
き
地
方
交
 
 

付
税
の
総
額
に
加
算
し
て
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
 
 

と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 
 
 

本
案
は
、
去
る
一
月
二
十
四
日
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
 
 

二
十
七
日
竹
中
総
務
大
臣
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
聴
取
 
 

し
た
後
、
質
疑
を
行
い
、
こ
れ
を
終
局
い
た
し
ま
し
た
。
 
 

本
日
討
論
の
後
、
採
決
を
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
本
案
 
 

は
賛
成
多
数
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
 
 

と
決
し
ま
し
た
。
 
 
 

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
（
拍
手
）
 
 

平
成
十
七
年
度
分
と
し
て
交
付
す
べ
き
地
方
交
付
税
の
 
 
 

総
額
の
特
例
に
関
す
る
法
律
案
及
び
同
報
告
苦
 
 

〔
本
号
末
尾
に
掲
載
〕
 
 

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
案
 
 

（
内
閣
提
出
）
 
 
 

石
綿
に
よ
る
健
康
等
に
係
る
被
害
の
防
止
の
た
め
の
 
 

大
気
汚
染
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
 
 

（
内
閣
提
出
）
 
 

○
議
長
（
河
野
洋
平
君
）
 
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
 
 

済
に
関
す
る
法
律
案
、
石
綿
に
よ
る
健
康
等
に
係
る
被
害
 
 

の
防
止
の
た
め
の
大
気
汚
染
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
 
 

る
法
律
案
、
右
両
案
を
一
括
し
て
議
題
と
い
た
し
ま
す
。
 
 
 

委
員
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。
環
境
委
員
長
木
村
隆
秀
 
 

君
。
 
 

○
中
山
泰
秀
君
 
議
事
日
程
追
加
の
緊
急
動
議
を
提
出
い
 
 

た
し
ま
す
。
 
 
 

内
閣
提
出
、
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
 
 

法
律
案
、
石
綿
に
よ
る
健
康
等
に
係
る
被
害
の
防
止
の
た
 
 

め
の
大
気
汚
染
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
、
 
 

右
両
案
を
一
括
議
題
と
し
、
委
員
長
の
報
告
を
求
め
、
そ
 
 

の
審
議
を
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
 
 

○
議
長
（
河
野
洋
平
君
）
 
中
山
泰
秀
君
の
動
議
に
御
異
 
 

議
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕
 
 

○
議
長
（
河
野
洋
平
君
）
 
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
 
 

よ
っ
て
、
日
程
は
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
 
 

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
案
及
び
 
 
 

同
報
告
雷
 
 

石
綿
に
よ
る
健
康
等
に
係
る
被
害
の
防
止
の
た
め
の
大
 
 
 

気
汚
染
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
及
び
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